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TOPIC! p2

p4 令和８年度予算
p5 あなたの募金で令和８年度の福祉活動が動きます！

〜令和７年度赤い羽根共同募金お礼とご報告〜

いずりんレポート
・障がい当事者に学ぶ！山陰合同銀行で福祉講座
・出雲工業高×清流園　業務お助けマシン制作
・優しさを次の方へ！おすそわけ譲渡会
　　

p6 お知らせ・募集

災害義援金・海外救援金のお知らせ

・しまね流福祉のまちづくり団体知事表彰
・点訳奉仕員養成講座
・令和８年度活動資金のお願い

ふくしの支え手企業　vol.5「JAしまね出雲地区本部」

p7 ご寄附ありがとうございます
p8 【募集】令和８年度福祉団体等活動助成

令和８年４月20日発行３月・４月号163

会長あいさつ
令和８年度事業計画



2社協だより いずも  3月・4月号 vol.163

出雲市社会福祉協議会では、誰もが安心して暮らせるまちづくり

「地域共生社会の実現」を目指し、様々な課題に対応するため、

地域福祉の推進に取り組みます。

　
令
和
８
年
度
を
迎
え
、
新
入
生
・
新
社
会

人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
も

４
月
１
日
に
新
入
職
員
を
迎
え
、
職
員
一
同
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
日
々
業
務
に
励
ん

で
い
ま
す
。
さ
て
と
こ
ろ
で
、
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
取
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
日
々
の
生
活
が
い
き
い
き
と
幸
せ
な
も
の

で
あ
る
た
め
に
は
、
身
体
も
心
も
健
康
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
こ
で
言
う
健
康
と

は
、
病
気
を
し
な
い
と
か
要
介
護
に
な
ら
な

い
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

の
よ
う
な
心
身
状
況
や
生
活
環
境
に
あ
っ
て

も
自
分
の
役
割
を
持
っ
て
生
活
す
る
、
ま
た

周
囲
と
協
調
し
て
穏
や
か
な
生
活
を
送
る
と

い
う
２
つ
の
ジ
リ
ツ
＝
自
立
と
自
律
＝
が

幸
せ
な
暮
ら
し
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組
み
は
、

生
活
に
何
ら
か
の
困
り
ご
と
が
あ
っ
て
も
自

立
（
自
律
）
し
て
過
ご
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、

つ
な
が
り
と
支
え
あ
い
の
仕
組
み
を
築
い
て

い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
の
日
本
社
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で

生
活
に
困
難
を
抱
え
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

頼
れ
る
身
寄
り
が
い
な
い
高
齢
者
の
増
加
、

世
代
間
の
関
わ
り
の
希
薄
化
、
ま
た
子
ど
も

や
若
者
の
孤
独
・
孤
立
の
問
題
な
ど
、
ど
れ

も
社
会
全
体
で
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
す
。
幸
い
市
内
に
は
つ
な
が
り
を
大

事
に
考
え
て
い
る
方
が
多
く
、
子
ど
も
食
堂

の
運
営
や
若
者
の
第
３
の
居
場
所
づ
く
り

（
サ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ス
）
の
活
動
が
熱
心
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
各
地
域
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
や
助
け
合
い
活
動
は
、
住
民
同
士

が
お
互
い
さ
ま
で
助
け
合
お
う
と
す
る
想
い

が
具
体
の
形
に
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
申
し
あ
げ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
福
祉

活
動
を
支
え
て
い
る
基
盤
に
皆
様
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
ご
寄
付
が
あ
る
の
で
、
大
変
多
く

の
方
々
に
出
雲
市
の
福
祉
は
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
そ
う
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
つ
な
が
り
と
支
え
あ
い
を
、
よ
り
強

く
厚
く
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
困
り
ご
と
が
あ
る
方
を
福
祉

の
仕
組
み
に
つ
な
ぐ
、
各
地
域
の
住
民
活
動

を
把
握
し
相
互
に
紹
介
す
る
、
支
援
の
取
組

み
を
幅
広
く
発
信
す
る
な
ど
、
福
祉
拠
点
と

し
て
の
ハ
ブ
機
能
（
情
報
の
集
約
・
中
継
・

配
信
等
の
機
能
）
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
令
和
８
年
度
も
引
き
続

き
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域包括ケアの

推進

高齢者等に関するあ
らゆる生活上の課題
をワン・ストップで
受け止め解決につな
げる『総合的な相談
支援体制』の整備を
進めます。

生活困窮者等への

支援

生活困窮等、さまざ
まな生活課題を抱え
る世帯（人）に対し、
問題解決と自立に向
けた支援を行います。

権利擁護を必要と

する人への支援

判断能力等の問題を
抱える人に対し、日
常生活自立支援事業
や法人後見事業等の
事業により権利擁護
に取り組みます。

生活支援体制

整備

だれもが住み慣れた
地域で暮らし続けら
れるよう、地域での
生活支援サービスと
支え合いの体制づく
りを進めます。

そのほかの主な取組

食を通じた安心づくり

生活にお困りの方や子育て
世帯へ、地域の皆さまから
ご寄贈いただいた食料・日
用品を届けます。そして、
孤立しがちな世帯との接点
づくりを行います。

福祉課題の解決に

向かう地域づくり

地域の特性や時代に合った活
動を行う地区社会福祉協議会
や福祉団体等を支援します。
また、近年市内で拡大する子ど
も食堂やサードプレイスなどと
のつながりづくりを行います。

ふくしの人づくり

職員やボランティア団体、
介護の専門職などが学校や
企業に出向き、福祉の心を
育む学びを行います。また、
各種講座を開催し、地域活動
のきっかけづくりを行います。

令和８年度事業計画の詳細は

本会ホームページに掲載しております。

出雲市社会福祉協議会

４つの重点事業

令和８年度事業計画 会
長
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　ご
理
解
と
ご
支
援
を

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
金

築

　

真

志

子ども食堂ふれあいサロンたすけあい活動
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令和 ８年度 予算

ご寄附いただきました皆さま、誠にありがとうございました。心よりお礼申しあげます。
赤い羽根共同募金は、つかいみちを計画してから行う「計画募金」です。いただいた募金は、
令和８年度の計画に基づき、以下のとおり地域の福祉活動にお届けします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

ぼくたちの募金が
役に立つとうれしいです！

あなたの募金で令和８年度の福祉活動が動きます！
～令和７年度赤い羽根共同募金のお礼とご報告～

７億6，９76万４千円予算額

収入の部

支出の部

収入

支出

会費

3,603万円

企画広報
（社協だより、ホームページ、音訳広報発行、地域福祉活動計画、

 福祉大会、 総合相談事業、 フードドライブ事業 等）

3 ,401万6千円

次年度へ繰越  2 ,114万7千円

法人運営事業

1億375万4千円

施設管理事業
（出雲市社会福祉センター、

 平田福祉館、多伎地域福祉センター）

3 ,872万3千円

令和8年度の寄附金を

令和9年度事業の財源として

活用するための積立

1,500万円

ボランティア ・ まちづくりセンター
（ボランティア ・ まちづくりセンター運営事業、 養成講座 ・ 研修会 等）

815万円

地域福祉
（生活支援体制整備事業、

  福祉団体 ・ ふれあいサロン ・ 地区社協への助成、

  子ども食堂活動支援事業、 車いす貸出事業、

  福祉教育 ・ 福祉出前講座　等）

1億52万3千円

共同募金
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、

  認知症高齢者等ＳＯＳメール、点訳広報発行、

  歳末たすけあい事業　等）  

2 ,874万3千円

在宅福祉
（たすけあいボランティア事業、

ガイドヘルプ事業　等）

1 ,747万１千円

相談支援
（自立相談支援事業、生活福祉資金貸付事業　等）

7 ,601万6千円

権利擁護
（日常生活自立支援事業、 法人後見事業　等）

4 ,402万9千円

寄附金

1,500万円

共同募金助成金 

1 ,794万8千円

利用料収入

913万2千円

貸付償還金

320万円

寄附金積立取崩 

2 ,000万円

その他
（利子、積立取崩 等）

8 ,201万4千円

介護保険等

8,653万1千円

補助金
（出雲市・島根県社協補助金）

1億7,045万円

受託金
（出雲市・島根県社協受託金）

3億2,415万9千円

高齢者あんしん

支援センター事業

2億8,219万2千円

つ か い み ち

各 募 金 実 績

令和８年度の島根県内の福祉活動へ

　　　12,641,000円

　 ● 災害時の備えに

　 ● 福祉施設等の整備に

 

令和７年度の歳末たすけあい事業へ

　　　3,918,816円
　 ● あたたかなお正月をむかえてもらうために

令和７年度のありがとうメッセージ

学校募金＠多伎小学校

街頭募金＠ゆめタウン出雲

３0 ,675 ,076円
令和７年度
募 金 総 額

■ 一般募金 26,617,055円
 地域福祉を１年を通じて支える募金
 ●ご家庭 ・地域から

 　・戸別募金 21,501,113円
 　・個人・団体・募金箱 1,934,432円
 ●企業 ・団体から

 　・法人募金 1,102,550円
 　・職域募金 961,477円
 ●学校 ・イベントから

 　・学校募金 309,389円
 　・イベント募金 350,000円
 ●街角から

 　・街頭募金 458,094円

■ 歳末たすけあい募金 4,058,021円
 年末年始の支援に役立てる募金

障がい者福祉サービス

利用給付費及び

利用者負担金

530万円

※「しまねテーマ募金」は実施期間が異なるため、上記の報告に
　含みません。

令和８年度の出雲市内の福祉活動へ

　　　14,115,260円

高齢者の安心づくりのために
　 ● ふれあいサロンへの助成

　 ● 認知症高齢者等SOSメール安心ネットワーク

障がいがある人に情報を伝えるために
　 ● 声と点字の広報発行

子どもから高齢者まで誰もが自分らしく暮らすために
　 ● 各地区社会福祉協議会などの福祉活動への助成

　 ● 福祉団体 ・ ボランティアグループへの助成

詳しいつかいみちはこちらから
ご覧ください！

はねっと 出雲市共募HP

高松地区子育てひろば「てほむ」
は、在宅で子育て中の親子が安心
して過ごすことができる居場所で
す。絵本や木のおもちゃ等を購入
させていただき、参加者からも
「充実した時間を過ごすことができ
ました」と感謝の言葉をもらってい
ます。ありがとうございました。 育ちを見守る子育てサロン
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令和 ８年度 予算

ご寄附いただきました皆さま、誠にありがとうございました。心よりお礼申しあげます。
赤い羽根共同募金は、つかいみちを計画してから行う「計画募金」です。いただいた募金は、
令和８年度の計画に基づき、以下のとおり地域の福祉活動にお届けします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

ぼくたちの募金が
役に立つとうれしいです！

あなたの募金で令和８年度の福祉活動が動きます！
～令和７年度赤い羽根共同募金のお礼とご報告～

７億6，９76万４千円予算額

収入の部

支出の部

収入

支出

会費

3,603万円

企画広報
（社協だより、ホームページ、音訳広報発行、地域福祉活動計画、

 福祉大会、 総合相談事業、 フードドライブ事業 等）

3 ,401万6千円

次年度へ繰越  2 ,114万7千円

法人運営事業

1億375万4千円

施設管理事業
（出雲市社会福祉センター、

 平田福祉館、多伎地域福祉センター）

3 ,872万3千円

令和8年度の寄附金を

令和9年度事業の財源として

活用するための積立

1,500万円

ボランティア ・ まちづくりセンター
（ボランティア ・ まちづくりセンター運営事業、 養成講座 ・ 研修会 等）

815万円

地域福祉
（生活支援体制整備事業、

  福祉団体 ・ ふれあいサロン ・ 地区社協への助成、

  子ども食堂活動支援事業、 車いす貸出事業、

  福祉教育 ・ 福祉出前講座　等）

1億52万3千円

共同募金
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、

  認知症高齢者等ＳＯＳメール、点訳広報発行、

  歳末たすけあい事業　等）  

2 ,874万3千円

在宅福祉
（たすけあいボランティア事業、

ガイドヘルプ事業　等）

1 ,747万１千円

相談支援
（自立相談支援事業、生活福祉資金貸付事業　等）

7 ,601万6千円

権利擁護
（日常生活自立支援事業、 法人後見事業　等）

4 ,402万9千円

寄附金

1,500万円

共同募金助成金 

1 ,794万8千円

利用料収入

913万2千円

貸付償還金

320万円

寄附金積立取崩 

2 ,000万円

その他
（利子、積立取崩 等）

8 ,201万4千円

介護保険等

8,653万1千円

補助金
（出雲市・島根県社協補助金）

1億7,045万円

受託金
（出雲市・島根県社協受託金）

3億2,415万9千円

高齢者あんしん

支援センター事業

2億8,219万2千円

つ か い み ち

各 募 金 実 績

令和８年度の島根県内の福祉活動へ

　　　12,641,000円

　 ● 災害時の備えに

　 ● 福祉施設等の整備に

 

令和７年度の歳末たすけあい事業へ

　　　3,918,816円
　 ● あたたかなお正月をむかえてもらうために

令和７年度のありがとうメッセージ

学校募金＠多伎小学校

街頭募金＠ゆめタウン出雲

３0 ,675 ,076円
令和７年度
募 金 総 額

■ 一般募金 26,617,055円
 地域福祉を１年を通じて支える募金
 ●ご家庭 ・地域から

 　・戸別募金 21,501,113円
 　・個人・団体・募金箱 1,934,432円
 ●企業 ・団体から

 　・法人募金 1,102,550円
 　・職域募金 961,477円
 ●学校 ・イベントから

 　・学校募金 309,389円
 　・イベント募金 350,000円
 ●街角から

 　・街頭募金 458,094円

■ 歳末たすけあい募金 4,058,021円
 年末年始の支援に役立てる募金

障がい者福祉サービス

利用給付費及び

利用者負担金

530万円

※「しまねテーマ募金」は実施期間が異なるため、上記の報告に
　含みません。

令和８年度の出雲市内の福祉活動へ

　　　14,115,260円

高齢者の安心づくりのために
　 ● ふれあいサロンへの助成

　 ● 認知症高齢者等SOSメール安心ネットワーク

障がいがある人に情報を伝えるために
　 ● 声と点字の広報発行

子どもから高齢者まで誰もが自分らしく暮らすために
　 ● 各地区社会福祉協議会などの福祉活動への助成

　 ● 福祉団体 ・ ボランティアグループへの助成

詳しいつかいみちはこちらから
ご覧ください！

はねっと 出雲市共募HP

高松地区子育てひろば「てほむ」
は、在宅で子育て中の親子が安心
して過ごすことができる居場所で
す。絵本や木のおもちゃ等を購入
させていただき、参加者からも
「充実した時間を過ごすことができ
ました」と感謝の言葉をもらってい
ます。ありがとうございました。 育ちを見守る子育てサロン
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災害義援金・海外救援金のお知らせ

令和８年度活動資金のお願い

　出雲市社会福祉協議会及び出雲市社会福祉協議会に事務局を置く団体から、市民の皆さまに次の日程で活動資金へのご協力
をお願いさせていただきます。出費多端の折とは存じますが、公的な制度だけでは対応しきれない福祉課題に積極的に対応
していくための資金として、皆さまのご協力をお願い申しあげます。
　また、自治組織役員の皆さまをはじめお世話くださる皆さま、お忙しい中とは存じますが何卒よろしくお願い申しあげます。

しまね流福祉のまちづくり活動団体知事表彰

日御碕地区　ミサキどっとcome　様
小学校の閉校を機に「地域に恩返しを」と活動スタート。「住む人がいきいきと、訪れる人が
笑顔に」を合言葉に多岐にわたる活動を展開されています。
 主な功績・活動内容

交流の創出： 鯉のぼりイベントやなつまつり等の開催・協力
魅力の発信： 「ミサキバーガー」の開発や観光ガイドの実施
環境の保全： 希少種イズモサンショウウオの保護活動
災害時の貢献： 令和６年７月豪雨での道路崩落時、ＳＮＳで情報発信を行い、住民の安心と支援の輪を構築
地域の課題に正面から向き合い、住民を巻き込んだ「地域づくり・人づくり」の歩みに、今後も大きな期待が寄せられています。

依頼時期

10月～11月
歳末たすけあい募金
※地域によって異なります。
　出雲・湖陵・斐川は一般募金に含みます。

11月～12月
※一部異なります

５月 日本赤十字社　会費 ５月中旬～７月 日本赤十字社島根県支部出雲市地区

６月 出雲市社会福祉協議会　会費 年間を通じて
お納めいただけます 出雲市社会福祉協議会

９月 赤い羽根共同募金（一般募金） ９月中旬～11月 島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

名　称 納入時期 団　体

お知らせ・募集

点訳奉仕員養成講座

■ 日　時：６月１３日（土）から令和９年３月２日（火）まで（全２１回）
　　　　　 祝日を除く土曜日（月２～３回程度）１０：００～１２：００
■ 場　所：出雲市社会福祉センター
■ 対　象：出雲市在住で、講座修了後は点訳グループに所属し
　　　　　 活動ができる人
■ 定　員：１０名（先着順）
■ 受講料：無料　※ただし、テキスト代１,５４０円程度が必要
■ 準備物：ノートパソコン、ＵＳＢメモリ
　　　　　 ※点訳用ソフトウェア（対応OS  Windows11）を
　　　　　　 インストールし、８月頃から使用します。
■ 申込方法： ①氏名　②住所　③電話番号 をご連絡ください。
■ 申込締切：５月２９日（金）

視覚障がいのある方に本や広報紙を点字にして伝えるための知識と技術を学びます。

日時：５月９日（土）１４：００～
場所：出雲市社会福祉センター
※事前申し込みをお願いします。

興味のある方向けに見学会を行います

問合せ・申込先

地域福祉課　☎２３－３７８１　FAX ２０－７７３３
　　　　　　　 csw@izumoshakyo.jp

※メールでの問合せ・申込の際は件名を
　「点訳奉仕員養成講座」としてください。

問合せ先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区（事務局 出雲市社会福祉協議会本所・各支所）

名　　　称 送金額 （３月31日現在） 受付期間

令和６年能登半島地震災害義援金
※配分先：石川県、富山県、新潟県 これまでの送金額	 6,372,170円 令和９年３月31日まで

令和６年９月能登半島大雨災害義援金
※配分先：石川県 これまでの送金額	 666,628円 令和９年３月31日まで

令和７年８月６日からの大雨災害義援金
※配分先：熊本県 最終送金累計額	 633,467円 受付終了

令和７年11月18日大分市佐賀関の大規模火災義援金
※配分先：大分県 最終送金累計額	 3,000円 受付終了

バングラデシュ南部避難民救援金 これまでの送金額	 11,000円 令和９年３月31日まで
ウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金 これまでの送金額	 2,559,839円 令和９年３月31日まで
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7 社協だより いずも  3月・4月号 vol.163

令和８年１月１１日 ～ 令和８年３月１０日受付分（敬称略）ご寄附

ありがとうございます ＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して

います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜団体>
出雲市立第一中学校第74期同窓会
演歌路の会
連紹寺寒修行団
出雲市立斐川東中学校生徒会
（空き缶回収の収益金の一部として）

（　）内は故人
<出雲>
今市町北本町　矢野　直美（仁志）
大津町　石田　徳子（修二）
大津町　勝部　正隆（弘樹）
大津新崎町　森脇　健（秋野）
塩冶有原町　後藤　和子（英夫）
塩冶有原町　森脇　正夫（昭市）
古志町　山﨑　勝子（安井　清美）
古志町　小玉　哲生（邦子）
白枝町　馬庭　勤（富美子）
浜　町　原　浩志（郁子）
矢野町　持田　雅範（八重子）
矢野町　久屋　一治（義信）
小山町　中村　健一郎（美枝子）
小山町　今岡　克行（政俊）
小山町　磯田　桂子（宜男）
姫原町　別所　茂（和子）
姫　原　小田　直樹（芳美）
渡橋町　嘉儀　誠（照子）
荻杼町　山本　尚史（順一）
西林木町　山﨑　富男（黒田　幸夫）
西林木町　新宮　康徳（文恵）

下古志町　江戸　教一郎（一江）
神西新町　江角　てるみ（英次）

　
<平田>
平田町　竹内　恭司（直子）
平田町　青木　登志夫（智江）
平田町　原　豊（恵美子）
平田町　二瀨　豊（喜美枝）
平田町　渡部　誠（光子）
平田町　長岡　斎（郁夫）
灘分町　長岡　永利子（正道）
灘分町　岩淺　昭義（貞夫）
灘分町　西尾　栄治（富江）
灘分町　京極　弘幸（義久）
島村町　山根　一也（常子）
島村町　渡部　直樹（正男）
本庄町　勝部　哲也（琴美）
奥宇賀町　佐々木　尊彦（祐）
河下町　高橋　守久（幸子）
唐川町　荒木　尋之（包子）
東郷町　大塚　誠（惠子）
上岡田町　熱田　正樹（良子）
岡田町　長岡　晃伸（和子）
園　町　角　愛子（秀訓）
園　町　田中　正志（康義）
園　町　田中　美喜夫（定子）
園　町　坂本　満（淸）
鹿園寺町　新宮　弘夫（衛）
小境町　荒木　徳（エイ子）
小境町　梶谷　和輝（優）
小境町　堀内　亨（益雄）
小境町　堀内　悦子（治男）
小津町　川瀨　博信（ヒサノ）
小津町　松浦　靖（樹生）

十六島町　小澤　久美江（忠光）
十六島町　栂野　弥生（薫三）
三津町　松村　宏一（松野）
三津町　福田　進（光代）
小伊津町　熱田　勝（進）
坂浦町　三島　翔吾（棟代）

　
<佐田>
須　佐　佐藤　久（芳枝）
毛　津　園山　明子（正）
東　村　大谷　智一（義夫）

　
<多伎>
口田儀　山本　和文（和枝）
小　田　松尾　智好（和己）
多　岐　山本　将志（均）
久　村　伊藤　真哉（俊英）
久　村　持田　重幸（幸子）
久　村　持田　宰（幸子）
久　村　持田　耕平（澄枝）

　
<湖陵>
三　部　山本　大治　（康成）
二　部　片伊勢　弘　（美津女）
大　池　柳楽　一敏　（信枝）
板　津　中尾　弘務　（順子）
差　海　梶谷　るみ子（二三男）
差　海　原　修一　（益子）
差　海　桑原　剛　（巳登）
差　海　中尾　靖彦　（暢子）

　
<大社>
北荒木　原　冨士子（善保）
修理免　吉田　功（勝郎）

中荒木　加藤　秀樹（博）
杵築西　吉田　幸市（和子）
杵築西　三原　千恵美（勤）
杵築南　石田　真（喜代志）
遙　堪　伊藤　陽子（康幸）
入　南　上野　博子（目井　敏正）

　
<斐川>
荘　原　黒田　芳美（隆好）
阿　宮　原　正明（孝志）
阿　宮　江角　幸春（ヤス子）
富　村　原　健造（知彬）
上直江　嘉藤　栄次（幸代）
直　江　村田　丈一（令子）
今在家　北村　建（良一）
中　洲　古川　幸希（セツ子）
三分市　杉原　文雄（ツネ）
三分市　井上　幹雄（保子）
坂　田　田中　孝義（恵美子）
坂　田　曽田　悟（昌代）

９件

皆さまからのご寄附は、市内で福祉活動を行う団体及び

各地区社会福祉協議会への助成などに使わせていただいております。

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、寄附者が法人の場合には、損金
算入の制度が利用できます。
【例】出雲市にお住まいの方が本会へ50,000円の寄附をされた場合
　　　※税額控除を選択した場合
〔１〕所得税　（ 50,000円−2,000円 ）×40％ = 19,200円
〔２〕住民税　（ 50,000円−2,000円 ）×10％ = 4,800円
〔１〕＋〔２〕＝24,000円 …… 税額控除額となります。
　※一例であり、個々のケースにより控除額は変わります。詳しくは税務署等へお問い合わせください。
●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」とのお問い合わせにつきまして、本会と
各地区の社会福祉協議会は地域福祉の推進におけるパートナーであり連携して事業を行っておりますが、別の団体である
ことから、各地区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。

一 般 寄 付

香典・玉串料・お花料返し

匿 名



 

　　　高齢者あんしん支援センター

出雲市社会福祉協議会連絡先
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く
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に
で
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実
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で
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当事者がお客様役となり、窓口
やＡＴＭでの対応を実践的に学
びました。「一人ひとりに合わ
せた柔軟な対応が大切」との気
づきがあり、誰もが安心して暮
らせるまちづくりへ向け、共に
歩み出す機会となりました。

障がい当事者に学ぶ！
山陰合同銀行で福祉講座

ゆずりはネットワークと無限大プ
ロジェクトが主催し、平田地域福
祉のまちづくり協議会も協力して

「おすそわけ譲渡会」を開催。地域
ぐるみで子ども服や制服を次世
代へつなぐ活動に、「とても助か
る」と喜びの声が届きました。

出雲工業高×清流園
業務お助けマシン制作

優しさを次の方へ！
おすそわけ譲渡会

電子機械科３年生が研究活動と
して、電動運搬機を制作。介護
現場の声を聴き、使い手の心地
よさを追求しました。「誰かのた
めに作るやりがいを知った」と
語り、この経験が、それぞれの
道で輝くことを願っています。

ふ
く
し
の
支
え
手
企
業

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

Vol. 5企
業
の
声

●助成対象　出雲市内で高齢者、障がい者、児童などを対象とした活動を行う福祉団体等
●選考方法　書類審査及び聞き取り調査等
●助成金額　１団体５万円以内
●受付期間　４月１日（水）～５月２９日（金）
●交付予定　令和８年８月

詳しくはホームページをご覧ください。

【募集】 令和８年度福祉団体等活動助成

問合せ・申込先　 地域福祉課　☎２３－３７８１　FAX ２０－７７３３

この助成金は、
出雲市社会福祉協議会の
会費、寄附金及び
共同募金等を財源と

しています。

こどもサポートプロジェクト　川あそび
〈令和７年度助成活動〉
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